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信用金庫のデジタルシフトを支援する
“信金業界向け 承認ワークフローシステム”を大垣西濃信用金庫に導入

社会のデジタル化が急速に進む中、金融機関においてもデジタル技術を活用した業務改革や新たなサービスの創出、
SDGs ／ ESGへの取り組みなど、既存の枠組みを越えたDXを加速させています。このような新しい取り組みに注力する
ためにも、非効率な業務をデジタル化して生産性を向上させることが急務となっています。

大垣西濃信金では、紙文書による申請や承認押印の業務プロセスがデジタル化の障壁となっており、現行の業務を
変更することなくスムーズにペーパーレス化とデジタル化を両立できる施策を検討していました。

このたびキヤノンMJとキヤノンITSは、“信金業界向け 承認ワークフローシステム”を大垣西濃信金と共に構築し、金庫内の
業務手続きのワークフローの自動化を実現しました。本システムは、ワークフローのデジタル化と運用ルールの統一を内製化
できる柔軟性の高い「WebPerformerWf」 とテクニカルサポートを組み合わせた伴走型のソリューションです。支払いや
資金関連の決済に関する申請書、報告書など信用金庫特有の業務フローのテンプレートを利用し、活用ノウハウを含め
スムーズな構築 ・ 導入を提供します。
「WebPerformerWf」は、各種申請や稟議などのフォームの作成 ・ 申請から書類内容の確認 ・ 承認までのワークフローを
デジタル化できるユーザー構築型のデジタルワークフローシステムです。専門知識がなくてもGUIによる簡単な操作で帳票
フォーム画面やワークフローの構築ができ、自社の業務に応じてカスタマイズも可能です。また、現行の帳票フォームの取り
込みや既存システムへの決裁機能の組み込み、APIによるシステム連携によるデータ連携により、入力ミスや記載漏れを
なくし、生産性の向上を図ることができます。

大垣西濃信金は、従来の業務で利用していたグループウェアと連携したワークフローを内製化にすることで、現行の業務を
変更することなくスムーズなデジタル化を実現しました。これにより、業務部門を横断したワークフロー連携や稟議 ・ 決裁の
短縮化と可視化に加え、過去の申請や関連情報の検索性も向上し、金庫内の情報共有、意思決定のスピードアップに
繋げています。加えて、バージョン管理機能により、組織改編や業務変更などの環境変化にも迅速かつ柔軟に対応
できるようになり、運用負荷も軽減されます。今後、スマートフォンやタブレットでも活用することで更なる生産性の向上を
目指します。

2022 年 11 月 24 日
キヤノンマーケティングジャパン株式会社

キヤノン IT ソリューションズ株式会社

キヤノンマーケティングジャパン株式会社（代表取締役社長：足立正親、以下キヤノンMJ）とキヤノンITソリューションズ
株式会社（代表取締役社長：金澤明、以下キヤノンITS）は、大垣西濃信用金庫（理事長：栗田順公、以下大垣
西濃信金）と共同で、「WebPerformerWf」 を活用した“信金業界向け 承認ワークフローシステム” を構築しました。
本システムにより、大垣西濃信金は、現行の業務プロセスを変更することなく稟議申請や業務手続きの流れをデジタル
化し、運用ルールを統一化することでペーパーレスと業務効率化を実現しました。キヤノンMJグループは、今後も金融
機関のデジタルシフトを支援しDXを推進していきます。

“信金業界向け 承認ワークフローシステム” 概要
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キヤノンMJは、本事例のノウハウや技術を活用して“信金業界向け 承認ワークフローシステム”を展開することで、全国の
信用金庫のデジタルシフトを支援しDXを推進していきます。キヤノンITSは、お客さまのニーズに対応したワークフローの
内製化と運用を支援する「WebPerformerWf」の機能強化を図っていきます。キヤノンMJグループは、今後も、お客さまと
共に新たな価値を創造するサービス ・ ソリューションを共創し、金融業界向けソリューション事業を拡大していきます。

製品 ・ サービス名 価格（税別）※1

WebPerfomerWf
ライセンス費用（初期費用＋年間保守費用）           115万円※2 ～ 

ユースウェア費用（テクニカルサポート ・ 導入支援費用含む）    個別見積※3

※1 「WebPerfomerWf」のライセンス費用に加えて、ユースウェア費用が必要になります。
※2 最小ライセンス構成（50ライセンス）の価格になります。ご利用になるライセンス数に応じて変動します。
※3 テクニカルサポート ・ 導入支援の内容に応じて個別見積もりとなります。

●報道関係者のお問い合わせ先 ：キヤノンマーケティングジャパン株式会社
  広報部 パブリックリレーションズグループ 03-6719-9093（直通）

●一般の方のお問い合わせ先 ：キヤノンマーケティングジャパン株式会社
  ITソリューション企画部 デジタルビジネス企画課 03-6719-9370（直通）

●「WebPerformerWf」 ：キヤノンITソリューションズ株式会社
製品に関するお問い合わせ先   デジタルビジネス営業本部 デジタルビジネス企画部 03-6741-9181（直通）

●WebPerformerWfホームページ ：https://www.canon-its.co.jp/products/wf/
●金融ソリューションホームページ ：canon.jp/fps
●ニュースリリースホームページ ： ：canon.jp/newsrelease

〈 WebPerformerWf について 〉
キヤノンITSが提供するローコード開発プラットフォームWebPerforemerシリーズの WebPerformerWfは、ワークフロー
システムを簡単かつスピーディーに構築できるツールです。多様で複雑なビジネスプロセスを、「きめ細かく」「柔軟に」、ノンプロ
グラミングで開発できます。組織改編や業務変更には、バージョン管理機能によってスムーズに対応できます。また、外部
システムとの多様な連携により、業務データベースを有効活用できます。

1.多機能な帳票フォーム ・ 複雑なフローも、GUIで簡単開発

• 帳票フォームの作成
帳票フォームはHTMLベース、または.NET Frameworkベースの画面の作成が可能です。
帳票フォームでは、自動計算、書込制御、表示切換え、データベース連携など、豊富な機能を自在に実現できます。
※HTMLベースの画面を作成するには、WebPerformerのライセンスが別途必要となります。

• フローの設計
多様で複雑なフローも、アイコン操作で設定できます。業務プロセスの見える化をサポートし、企業風土に合致したワーク
フローを構築できます。

2.バージョン管理機能で、メンテナンス効率大幅UP

バージョン管理機能により、新組織・業務への自動切換えができるほか、新旧バージョンの並行運用も実現できます。
また、過去に遡って、案件情報を決裁時点の組織で確認できる高いトレーサビリティを確保できます。

3.業務データベースや外部システムとの連携も可能

ワークフロー処理内で、業務データベースや外部システムと連携でき、利用者の操作性向上や更なる業務拡張を実現
できます。


